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ミたたかう女たち、迎えて未来を探る

東欧の女たちを迎えて壇上も会場も熱気にあふれでいた
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理
想
の
改
革
に
夢
託
す

真
の
自
由
と
平
等
目
指
し
て

激
的
な
変
化
が
進
ん
で
い
る
東
欧
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
社
会
へ
の
改
革
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
女
性
た
ち
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
。
グ
東
欧
の

た
た
か
う
女
性
た
ち
H

を
迎
え
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
欧
の
士
把
と
女
た
ち
」
が
一
月
二
十
日
出
の
午
後
、
東
京
・
青
山
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
定
刻
前
に
会
場
は
五
百
人
以
よ
の
参
加
者
で
超
満
員
と
な
り
、
あ
ふ
れ
た
人
々
は
外
の
ホ
l
ル
で
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
ほ
ど
の
盛

況
吃
関
心
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。
午
後
一
時
か
ら
八
時
ま
で
と
い
う
長
時
間
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
が
、
乙
れ
で
も
問
題
の
大
き
さ
に
比
べ
、

時
間
不
足
の
感
も
あ
っ
た
。

タ!¥

ヴィニアルス力さん

東
欧
か
ら
来
た
の
は
|
|
ポ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
ル
チ
ナ
・
ヴ
ィ
ニ
ッ
カ
さ

ん
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
も
と
女
優

で
、
映
画
「
尼
僧
ヨ
ア
ン
ナ
」
等
で

日
本
で
も
有
名
)
、
ダ
ヌ
l
タ
・
ヴ
ィ
ア
ン
ナ
さ
ん
(
ハ
ン
ガ
リ
ー
霊
童

ニ
ア
ル
ス
カ
さ
ん
(
「
連
常
」
活
動
家
。
主
党
党
首
)
、
東
ド
イ
ツ
か
ら
ガ
ブ

労
働
大
臣
首
席
補
佐
官
)
、
ハ
ン
ガ
リ
エ
レ
・ク
ラ
イ
ナ
ー
さ
ん
(
「
新

リ
ー
か
ち
ベ
ト
ラ
シ
ョ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
東
ベ
ル
リ
ン
支
部
ス

ヴィニッ力さん
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お問J~ 、合わせ・ご相談は
年中無休の女性専用
フリータマヤノレへ

-おかけいただいた電話は、あなたの最

寄りの相談室に着宮されます通話料金

は無料てすお気軽にこ格談くたさい
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臼
に
抽
出
が
主
抗
「
h
k
J
、
い
つ
で
珊
に
出
る
の
だ
か
ら
、
絶
対
に
睦
は
の
は
、
女
性
が
ず
っ
と
自
分
の
姓
を
に
出
さ
れ
た
。

も
の
持

も
揮
に
い
っ
て
い
い
」
と
扇
に
冒
わ

変

え

な

い

で

下

さ

い

」

名

栗

り

さ

え

す

れ

ば

い

い

と

い

う

の

夫

婦

別

姓

の

輔

点

は

、

戸

掴

の

か

同

会

が

、

己

の

↑

肯

忌

聾

盟

膏

を

わ
い
ン
ョ
ッ
ク
宇
受
廿
合
子
ど
も
の
ま
た
、
闘
員
に
な
っ
て
か
ら
、
国
で
は
な
く
、
夫
捕
別
々
の
姓
で
あ
る
た
ち
を
y
k
り

よ

う

に

す

る

か

、

だ

。

煙

出

し

た

の

は

、

昨

年

十

一月
、
朝

己
ろ
か
ら
、
女
ば
か
り
が
姓
が
変
わ
毘
瞳
車
保
障
に
入
る
手
間
安
差
し
た
己
と
に
意
味
が
あ
る
。
夫
曙
が
別
々
運
動
亭
す
す
め
る
人
た
ち
は
、

w
別

日

ツ

ャ

I
ナ
ル
慰
よ
で
、
は
と
パ
ス

乙
の
白
話
し
た
の
は
、
国
会
費
置
き
し

「桔
娼
し
「
を
が
変
わ
る
と
の
は
、
フ
ェ
ミ
一
一
互
の
男
女
平
等
る
こ
と
で
「
女
っ
て
か
な
し
い
ね
」

と
と
ろ
か
、
夫
の
名
前
で
発
行
さ
れ
の
人
椙
な
の
だ
と
い
う
重
な
の
姓
別
声
炉
が
必
軍
芝
い
う
。
声

捕

と

日

本

旅

行

の

ま

百

社

が

、

「

フ

ィ

石
高
雪
ん
(
盟
会
、
高
曜
い
き
と
は
、
売
の
傘
下
に
入
吾
」
の
豊
富
だ
」
と
話
し
て
い
た
。
と
曹
っ
て
い
た
自
語
、
や
っ
ぱ
り
弓
「
担
金
だ
っ
て
自
分
で
ち
ゃ
だ
」
が
同
じ
だ
と
、
芦
墨
書
面
て
一
「
富
曹
と
と
り
く
笠
宮
」
在
、
皆
、
指
導
、
お
い
完
シ
ョ
ウ
、
セ
リ
ピ
、
ノ
買
春
ツ
ア
i
議
出
す
る
旅

王
苧
~
(
民
事
、
広
中
和
撃
さ
と
で
は
な
い
の
だ
。
夫
掴
と
は
個
人
高
崎
さ
ん
は
、
じ
ゃ
ん
り
ん
で
曹
結
婚
し
て
婆
」
変
え
て
主
っ
た
、
ん
と
払
っ
て
い
る
の
年
l
、
あ
め
「
幸
病
死
し
、
車
を
た
て
者
J

く
る
し
、
子
ど
も
が
父
署
名
言
一
二
土
谷
、
鈴
木
俊
一
東
京
都
知
事

5
1シ
ョ
ウ
へ
の
量
、
江
戸
商
行
離
主
と
し
て
、
買
響
斡
鯉
気

一

失

事
、一ニ
石

3
2
5、
と
個
人
事
だ
か
ち
」
春
、
何
の
重
量
き
と
に
し
罪
使
宣
車
体
験
と
、
両
親
の
お
に

温

酒

園

14'
a
乗
っ
た

君

、

空

会

握

一

言

霊

E
g個室
、
京
博
躍
の
堅
吉
に
遊
用
品
や
お
話
さ
れ
、
塁
に
も
柾
昔

話

室

長

い

伊

話

自

主

詰

導

要

持

雌

噛

謂

j
vhMd提
言

語

世

話

量

片

手

づ

持

扇

町

一
は
と
パ
ス
旅

一
て
の
見

Z
2
3加者
世
つ
い
て
も
そ
れ
が
曹
富
一
で
を
し
た
二
天
の
益
存
聞
の
倒
を
昇
。
「
別
世
話
事
あ
れ
ば
、

開

抗

手

E
U畠
で

繭

富

市

ド

だ

。

一

・

は

、

は

と

パ

ス

の

警

針

の

監

の

批

判

を

母

国

寺

雫

雪

求

め

た

行

K
Kの
量
一
望
号

一
と
置
塁
委
員
付
っ
ち
は
な
い
だ
る
っ
か
、
と
酷
し
弓
重
レ
「
量
七
云
O
君
、
い
ず
己
う
い
う
己
と
は
な
い
。
完
な
が

割

wnド
ug--正
'
a
h事
E
A

「
寧
と
家
あ
躍
と
い
う
お
一

I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
I
l
-
-

一
能

指

針

炉

訂

下

心

つ

に

な

れ

ば

韓

関

犠

1
1

…単
一
字
削新時
一一一国ザ午前詰

一
で

は

、

主

ら

の

童

で

主

い

こ

諒

抑

制

関

幽

一

正

耳

慣

れ

ま

た

、

央

自

に

し

た

朝

合

、

一

2
中

を

行

了

ナ
ヨ
ハ
だ
し
皇
初
?
の

「霊
の
き
陣
。
書
は
世
の
男

一
2
2
フレツンユ議
員
新
春
別
姓
ト
ー
ク
藷
醐
噸
で

2
喜一
主
任
一流
MEME鳩町
肝
心
開
封

一円

七

日

男
女
平
等
推
進
の
た
め
に
〈
同
劇
画
担
…

zパ山
科
彬

UMUT
-年
内
需
品
龍
一
一
民

一

の

童

話

只

苦

言

別

性

、

。

、

比

福

知

幽

聞

M
川
一
可
晶
子
躍

M

童
レ
た
見
解
は
「
あ
ま
り
、
妻
子

ど

U
女

石
川
」
げ
口
市
く
人
民
住
搬
を
留
喜
だ
っ
て
で

Z
N陸

自

Zけ
て
い

3
2
3おも
の
を
思
じ
て
い
た
な

u
u
gの
圏
雲
言
い
い
」
伝
っ
弓

v

旨
議
幽

j
p〕ヲ
睡

で

」
と
で一
は

R
O
P
E
5一

「

期

一
団…

1111
パ
1
1
E蓄
え

た

望

号

Z

一

の

た

ー

が

」

と

雪

広

害

ん

は

、

声

幅
名
別
じ
ゃ
な
い
と
い
う
人
が
い
る
が
、
旧
民
法
の
軍
制
度
に
翻
弄
さ
れ
、
実

a
t
E監
園
周

awh涼ユ
一

一園

圃
一

世
ゃ
な
い
」
と
い
う
も
の
。

一

一者
宇
す
め
で
、

一
冊
の
李
語
い
か
な
く
て
を
ふ
い
き
に
す
る
こ
と

一
こ
の
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
使
用
の
強
制
を
不
服
と
し
玄
臨
し
ど
吾
忠
一
方
が
、
必
ず
睡
で
本
人
が
知
ら
な
い
う
ち
「
語
摘
を
し

1
1
1
1
1
4
aヨ
掴
圃
圃
田
正
副

・
ケ

宮
「
子
ど
も
も
、
十
五
慣
に
な
れ
ば
一
「
立
の
入
植
と
性
」
申
書
芸
塁
で

一た
。
棄
し
く
一
書
き
お
ろ
し
た
と
い
う
。

が
男
む
甲
斐
性
だ
、
と
い
う
考
え
は

一
ま
ず
乾
さ
ん
が
、
自
分
は
夫
の
姓
を
て
い
る
関
口
礼
主
量
倒
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
平
く
ま
れ
夜

逃

げ

、

そ

の

桂

、

現

青

島

幽

襲

聖

書

能

力

が

あ

る

と

さ

れ

、

一人
前
は
、
緊
急
警
告
2
『

yZる「
中

一だ
か
ら
、
と
の
本
は
聞
ん
で
い
て
畢
措
て
て
一
ほ
レ
い
。
在
た
ち
は
今
、

一持
持
続
三
見
詰
箱
詰
品
川
辺
町
日
即
時
長
詩
討
銭
円
昭
一

''
F
U刊誌で足時一日器開
i
h
詩
吟
E
l
k
s
-
B害
時
吋
守
に
ま
E

一

l
E、
撃
で
問
も
し
た
が
高
か
っ
た
。
議
別
意
車
に
雪
闘
員
約
に
も
・
か
れ
て
い
る
と
と
う
職
金
躍
起
め
ら
れ
ず
、
や
っ
ぱ
皇
は
帯
期
さ
れ
て
い
る
ん
と
し
た
ら
、
車
し
て
名
思
表
わ
な
い
か
」
毒
事
信
号
。
量
管
有

一
る
家
集
し
く
眺
め
る
、
確
惜
の
あ
聖
書
票
差
け
れ
盛
の

一

r

一

一

七

…

:

;

ど

て

て

聞

東

約

五

し

菌

室

一
九
志
年
三
摘
名
に
変
え
た
だ
毒
し
た
」
と

属

品

。

る

か

も

し

を

い

合

意

せ

長

章

、

別

基

現

に

宮

、

富

て

」

の

害

、

「ち
ょ
っ
毎
っ

一
ι
主主ている

02
中

わ

重

量

Eぃ
。ぜひ、

一

長

じ

く

一

ム

孝

夫

婦

別

姓

一

語
れ
る
ミ
そ
れ
に
は
、
世
と
い
う
ー
ん
は
「
己
露
、
離
「
高
別
語
、
す
で
に
皇
、
な
い
失

2
5
2
費

へ

の

聖

司

会

へ

量

一て

l
E
E重
量

l宜
「

時

限

ー

か

ら

器

開

室

長

蓄

主

主

一

司

?

;
二
一;

山

IL-
-j
'J
T~当
日
円
時
露
軍
大
句
と
し
弓
描
の
お
み
ま
い
状
ま
で
舞
い
込
ん
法
務
著
書
に
動
い
て
い
る
。
抗
菌
字
に
よ
っ
て
ど
っ
ち
側
究
聞
き
か
霊
長
号
、
田
舎
に
一
宮
書
」
録
い

E
さ
れ
た
可

l

川
l

ー

す

る

い

い

世

2
5
2
5

て
第
一
四
回
シ
以
来
タ
サ
お
Jh
h
百
五
銭
信
託
ι諮
問
認
可
ば
れ
ぼ
れ
れ
枝
問
刊
誌
が
実
味
同
時
間
前
説
明
川
市
誌
鳥
時
鳥
つ
て
い
く
一
日
目
コ
許
信
止
訟
r
m

・s・l
・-

時
古
川

超
宮
察
、
H

別
姓
与
脂
旦
ロ
寄
っ
!
と
、
車
問
し
く
や
受
J

夫
婦
別
姓
の
範
囲
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
フ

レ
y
yュ
酬
員
新
春
別
姓
卜
i
Z
(+福
・
雲
罰
丘
の
法
制
化
を
雲
明
言
歪
き
が
、
一
平
日
、
軍
事
・

八
T
帽
の
車
事
勤
講
整
事
品
開
か
れ
に

都
知
事
ら
に
要
望
書

「
売
賀
春
と
と
り
く
む
会
」

国公E

田村輯さ九

加輔槽子さ九

，布."

暗
局
あ
大
ほ
夫
と
子一
hp
英一い、風間

一
つ
官
設
国
に
贋
る
の
だ
が
、
映
し

て
立
ち
華
客
己
と
な
く
一日
を
唖

命
に
隼
き
畳
夫
公
に
、
院
ぷ
手
の

と
ち
民
嗣
同
日
あ
る
租
の
牢
事
」
る
力
を

与
え
ち
れ
た
よ
う
な
心
地
に
痩
れ

る
。
『
晴
人
民
士
薪
盟
に
連
載
さ

れ
た
も
の
亭
峯
詐
』
め
た
も
の
。
(由
)

〈劃
樹
社
千
六
百
円
〉

と
か
色
、
女
性
解
放
思
想
で
あ
る
フ

ヱ
ミ
ニ
ズ
ム
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
現

代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
酷
醐
慌
を
語

る。
そ
し
て
女
性
の
解
放
処

至

三

至
三三

圭

三

呈

三

三

= 
喜

三
三E

三三

圭

= 
三三

圭

圭

三

重

量三

= 
三
三

三

呈

三

言

圭

三
= 
圭

三

= 
三

芸

= 
三三

芸

主主

三

三

三

三

三

喜

圭三

三
三
三三

三

= 
=圭

三

三
言E

圭

三

三

三三

三主

芸

三三

吾

妻

三
= 
= 

ド佐
事
を
創
り
出
じ
た
女
た
ち
+

言語 自分の生活体験から i長
年 海外在住者に質物サービス 模

型議酌3LEiii!? 
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貿134ii主?iiiithi立iiiziZi

「
女
性
論
の
森
ヘ
」

女
性
、
軍
腰
、
民
士
宰
義

浅
野
宮
曹
箆
著

者
曹
は
・
自
分
の
一
母
親
が
宛
亡
し

た
時
「
障
の
興
軍
の
木
幸
に
円
円
援

が
聾
に
服
す
と
と
は
な
い
」
と
い
う

央
の
実
軍
の
一
冒
で
盟
申
軍
曹
梼
取

り
や
め
た
体
験
か
ら
、
女
性
の
聞
哩

に
闇
心
を
も
っ
圭
J

に
な
っ
た
と
い

う
。
そ
こ
で
、
女
枠
舗
の
探
圃
を
軍

旗
の
底
寧
か
ろ
探
り
、
早
め
解
体
、

再
生
ヘ
シ
』
木
耳
#
見
つ
め
て
い
く
。

個
別
の
茸
族
が
、
国
軍
を
一
つ
の

軍
躍
と
す
る
車
脹
国
軍
制
度
へ
強
化

さ
れ
て
い
く
嘗
察
跡
づ
包
れ
て

い
て
、
軍
制
度
が
、
英
軍
耐
と
声
帽

制
度
に
よ
っ
て
ふ
『
に
隼
き
て
い
る
わ

り
が
よ
く
わ
か
る
。

後
半
は
、
新
レ
い
章
旗
の
胤
噛
が

立
件
あ
解
放
と
晒
び
つ
い
て
い
る
と

は
望
ん
で
い
る
が
、
間
感
で
あ
る
冶
(閣
)

(
白
右
.
后
一
一
壬
ハ
十
円
)

軍 3種苗lfI!物認可l

大
阪

高
幌
市
の
一
橋
本
置
さ
ん
は
畳
い
海
外
申
書
体
験
か
ら
、
己
ん
な

三
年
前
か
ら
、
外
国
で
暮
ら
す
日
本
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
助
か
る
な
め

の
人
た
ち
に
、
現
地
J
H

は
挙
に
入
り
ー
ー
と
、
帰
国
世
に
抽
め
た
も
の
。

に
く
い
日
本
の
曹
雰
箱
望
に
応
じ
揖
斐
c
ん
は
十
五
牢
町
当
時
一

て
買
い
求
め
、
悲
直
し
て
い
る
。
軍
半
の
墨
田
を
か
か
え
て
商
社
勤
輯

い
わ
ば
商
者
超
7

え
た
，
買
い
物
代
の
央
と
イ
ン
ド
永
シ
ア
に
。
己
の
時

行
界
で
あ
る
。
常
冊
一
揖
し
が
民
優
い
は
若
か
っ
た

E
K叩
育
児
に
買
を
と

欄
れ
た
化
笹
田
、
し
よ
う
油
、
ミ
ソ
ち
れ
て
い
た
こ
と
で
、
さ
ほ
ど
不
便

か
ら
平
供
の
寧
帯
一
・
、
新
刊
雑
肱
、
を
感
じ
な
い
歪
志
、

一
年
半
世
、
次

そ
し
て
T
V
ビ
デ
オ
揖
固
ま
で
、
ま
開
出
産
ち
た
め
豊
田
と
ニ
人
で
帰
国

る
で
華
院
の
一
圃
の
ト
苛
J

に
と
ま
と
し
れ
凡
。
究
は
単
豊
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

手
レ
た
も
包
ま
で
対
応
し
て
い
る
。
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
諸
外
国

ぞ
の
名
も
「
閣
外
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
に
赴
任
し
て
い
く
生
活
だ
っ
た
。

ラ
プ
」
。
楠
本
さ
ん
自
身
型
大
の
闇
そ
し
て
五
年
前
、
軍
匪
四
人
の
7

南
ア
ジ
ア
赴
任
に
伴
っ
玄
過
ご
し
た
ィ
リ
ピ
ン
生
活
が
抽
ま
っ
た
時
に

は
、
か
き
も
ち
ゃ
い
雪
か
ん
な
ど
日
ひ
廿
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
時
代
の
二
年

平
の
告
『
へ
物
が
悲
し
く
な
る
だ
け
で
聞
は
不
自
由
、
不
便
の
毎
日
で
し
た

な
く
、
中
学
生
の
塁
男
の
受
験
教
材
、
ね
」
と
橋
本
さ
ん
。

曹
考
圃
の
不
足
、
そ
の
ほ
か
雑
院
や
帽
国
桂
、
己
の
体
験
か
ち
A

『
な
お

化
畦
時
輔
、
ち
ょ
っ
幸
喜
E

し
よ
淘
外
で
曹

h
T数
十
万
人
の
人
た
ち

う
に
も
材
料
が
手
に
入
民
な
い
。
の
た
め
に
役
に
た
ち
た
い
、
と
売
に

「
日
本
に
い
れ
ば
簡
単
に
手
に
入
「
梅
外
7
2ミリ
1
ク
ラ
ブ
」
の
ブ

る
も
の
に
ま
で
不
自
由
す
る
ん
で
ラ
ン
語
特
売
量
も
畏
い
樟
外

す
。
自
主
の
食
料
品
は
現
地
で
開
ち
赴
任
体
験
か
ら
大
聞
出
レ
ナ
〉
¥
れ
た

れ
て
い
る
も
の
も
あ
的
重
す
が
、
高
が
圃
傘
も
場
所
も
な
く
、
し
は
A
Y
H

価
だ
っ
た
り
、
好
み
に
色
担
な
か
っ
は
プ
う
ン
の
主
志
で
あ
っ
勾

た
り
あ
れ
も
己
れ
も
酷
し
い
と
恩
そ
れ
で
も
帽
杢
己
ん
は
、
も
し
ス

い
な
が
円
栗
田
瓦
百
社
に
細
か
い
己
と
タ
l
ト
す
る
な
ら
、
ど
ん
な
方
法
で

ま
で
閉
め
ま
せ
ん
し
、
ま
た
年
老
い
荷
物
宇
湿
っ
た
ら
い
い
か
艶
使
聞
や

た
両
親
に
重
い
も
の
の
掴
包
や
、
通
各
槽
関
の
卓
也
胆
世
な
Y
あ
情
報
を
蝿

聞
.
頭
の
作
望
号
の
色
気
が
め
て
回
っ
弓
や
が
f

議
ー
さ
ん
の

逼
外
フ
ァ
号
f
lク
ラ
ブ
」
生
活
必
需
昂
の
一
買
い
物
主
持
、
売

柵
国
士
宙
開
・
橋
本
曙
事
ん
が
劃
説
。

送
し
て
い
る
。

T
V
ビ
デ
オ
揖
圃
サ

揖
外
存
在
者
。
希
望
に
応
じ
て
、
現

l
ピ
ス
も
あ
弓
大
阪
府
茨
木
市
膚

地
で
は
手
に
入
り
に
く
い
日
本
の
味
水
一

=
一O

官

9
4
8・
4ー

や
、
常
備
輔
、
使
い
慣
れ
た
佐
粧
品
、

・
5
1
n目。

平
供
の
参
考
書
な
ど
-
一
』
志
ご
ま
し
た

相酔転優さん

第 921号

橋
本
優
さ
ん
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子
供
の
心
に
な
ろ
う
f

女性のための
カウンセリング
フェミニストセラピィ結開設

患ったことや、お知らせした

踊車部

あ
そ
び
発
見
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

いことが島ったら自由に利用して下さい

みんなのベ ジです

第 3種銅問璽物館司国受き〈外と自彊目 〉1990年 1月 308

る‘

E&Eの東芝

色
面
カ
一日
暖
一向
訟
一刈
Eν
一n
d

芳
一芯
ワ
一問
。、、
一開制
J
一
相

官

@
一

車

問

削

』
丸
一明

君
一…
ら
一Z
1
0む

俗
研
一。ィ

七
一航
設
一町
音
一明
嚇
一一
い
一吋
キ
C
一
削
た

弘
司
一
出

入
一常

転
一恥
運
一叩
hAF一
例

ん八
一ナ

コ

面
出

エ

而
和

@
一

イニ11'ioーターを、さらに高めた 』

東芝!!I~~D-!1!J・エアコン笥塾
RAS-281LTR 本体観準冊絡265，∞日円(税別I(配菅・工..glj)

¥:九

λ 

笠A遍r

~ 

TOSHIBA 

陸離磁極齢欄
臼 ラ モ左右対怖に位置させるニとによ

りバランスのいい回舷告実現aコンブレ

ザー効布告約加%upしました{当社ltl

表立がみJ議

てお恒選i滋

山

.，x、

-':TOKYOG，八S

ま

っ

さ

ら

宮

光

の

中

に

湯

気

が

美

l
〈

ゆ

れ

て

、

お

湯

の

音

も

ピ

テ

ピ

ナ

と

張

り

切

っ

て

い

ま

す

。

朝

の

者

γ

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

お

風

呂

中

か

ら

発

散

さ

れ

て

く

る

よ

う

で
す
。
寝
床
心
『
ら
、
浴
室
へ
直
行
。

1
時

間

、

V
油、、

2
時

間

だ

っ

て

か

ま

わ

t
v。
の

ん

び

り

つ

か

つ

て

γ
る
・
?
ち

に

、

新

lγ
自

分

が

だ

ん

だ

ん

と

目

覚

め

て

き

ま

す

。
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変
化
す
る
ケ
ー
ス

脇
の
下
汗
取
り
パ
ッ
ト

識
力
パ
!

ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
巻
⑨
U
吋
時
一
円

近
所
の
サ
ン
ド
ラ
は
イ
タ
リ
ア

系
H

巨
大
な
体
炉
の
女
の
子
で

あ
る
。
ニ
シ
ン
釣
の
す
ん
だ
初
夏

の
こ
ろ
白
っ
ぽ
い
ニ
シ
ン
よ
り
大

ぶ
り
の
魚
を
七
、
八
匹
も
釣
っ
て

持
っ
て
き
た
。
小
骨
が
多
く
ニ
シ

ン
の
一
種
か
な
と
思
う
が
よ
く
わ

か
ち
な
い
。

サ
ン
ド
ラ
の
お
母
さ
ん
に
何
か

と
聞
く
と
、
な
ん
と
か
か
ん
と
か

と
名
前
を
い
う
。
食
べ
ら
れ
る
か

と
聞
く
と
ス
l
プ
に
す
る
と
今お
い

し
い
と
い
う
。
ス
ー
プ
に
し
た
り

煮
た
り
、
い
ろ
い
ろ
し
た
が
、
く

さ
く
、
小
骨
が
多
く
、
ど
う
に
も

な
ち
な
い
。
拾
て
ょ
っ
と
思
っ
た

が
、
悲
し
い
こ
と
に
私
は
戦
中
育

ち
。
食
べ
物
を
拾
て
る
の
に
は
非

常
な
抵
抗
を
覚
-
え
る
。

そ
の
と
ろ
、
川
の
釣
で
す
っ
か

り
サ
カ
ナ
に
興
味
を
覚
-
え
た
息
子

が
、
学
校
の
図
書
館
か
ら
サ
カ
ナ

の
本
房
僑
り
て
来
た
。
私
は
と
の

本
で
大
分
ア
メ
リ
カ
の
サ
カ
ナ
の

知
織
を
覚
え
た
が
、
乙
の
白
っ
ぽ

い
サ
カ
ナ
の
こ
と
が
出
て
い
た
。

『
ニ
シ
ン
の
一
衛
、
味
は
態
く
食

用
に
は
適
さ
ず
、
肥
料
に
す
る
』
。

な
る
ほ
ど
。
安
心
し
て
、
裏
の
畑

に
埋
め
た
HH

一
口
に
ア
メ
リ
カ
人
と
い
っ
て

も
、
出
身
に
よ
り
魚
が
好
き
な
人

多
か
》コ

た
介
護
用
品
、
補
助
具

身
近
か
な
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
た
も
多
い
。
今
回
も
二
十
四
歳
か
ち
八

ア
イ
デ
ィ
ア
が
い
っ
ぱ
い
。
女
性
に
十
四
歳
ま
で
、
百
七
士
一
ハ
点
の
応
募

よ
る
発
明
・
工
夫
展
「
な
る
ほ
ど
展
が
あ
っ
た
。

(
主
催
・
凶
婦
人
発
明
家
協
会
)
が
「
も
の
が
は
ん
ら
ん
し
、
大
手
が

二
月
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
東
京
大
が
か
り
で
研
究
す
る
中
で
、
女
性

・
新
宿
の
京
王
百
貨
后
八
階
大
催
事
が
日
々
の
暮
ら
し
に
ヒ
ン
ト
を
得
て

場
で
開
か
れ
る
。
考
案
し
た
作
品
が
、
と
ん
な
に
寄
せ

回
を
重
ね
て
二
十
三
回
。
毎
年
、
ら
れ
大
変
う
れ
し
い
」
(
平
井
同
協

主
婦
を
中
心
に
幅
広
い
層
か
ら
作
品
会
劃
会
長
)
。

が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
中
に
は
商
品
化
応
募
作
品
に
は
、
毎
年
世
相
を
反

さ
れ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
房
続
け
る
も
の
映
す
る
も
の
が
目
立
つ
が
、
今
年
の

百
十
点
を
展
一
不
し
て

安帝 f、来斤陣容国受E

お
む
つ
取
り
換
丞
窃

(第 3種劃更物認可
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第 921号

や
す
い
の
は
、
空
気
中
の
伝
導
体
で

あ
る
水
分
が
少
な
い
た
め
で
す
。

Q

静
電
気
防
止
の
た
め
に
、
柔

軟
剤
や
防
止
剤
が
い
い
と
言
い
ま
す

が
、
な
ぜ
で
す
か
?

A

静
電
気
を
防
ぐ
に
は
、
物
質

を
霞
気
の
通
り
や
す
い
状
態
し
に
て

お
く
と
と
で
す
。

静
電
気
防
止
剤
の
成
分
は
、
界
薗

活
性
剤
で
す
が
、
と
れ
は
、
マ
ッ
チ

棒
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
て
、
頭
の

部
分
が
親
水
豪
、
棒
の
部
分
が
親
泊

基
で
す
。
と
の
頭
の
部
分
が
静
電
気

を
逃
し
、
親
油
某
亦
す
べ
り
よ
く
し
、

繊
維
ど
う
し
の
摩
擦
房
防
ぐ
た
め
、

静
電
気
が
起
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

も
し
、
静
電
気
が
起
き
て
も
、
水
分

が
伝
導
体
と
な
っ
て
逃
が
す
の
で
、

パ
チ
パ
チ
し
な
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
洗
た
く
の
時
は
柔
軟

特
徴
は
、
高
齢
化
埜
冨
に
対
応
し
、

お
年
寄
り
の
介
護
用
品
、
補
助
異
な

ど
の
発
明
、
工
夫
晶
が
多
か
っ
た
と

と
。
中
に
は
、
脱
ぎ
着
が
容
易
な
不

燃
性
の
劃
烹
着
な
ど
、
俳
優
の
浦
辺

粂
子
さ
ん
の
火
掴
理
事
故
か
ち
、
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の
配
慮
が
な

さ
れ
た
作
品
も
あ
っ
た
。

昨
年
、
十
一
一
月
に
行
わ
れ
た
最
終

審
査
で
「
特
別
賞
」
十
一
点
と
「
な

る
ほ
ど
貨
」
+
点
が
決
定
。
九
日
か

ら
の
「
な
る
ほ
ど
展
」
で
は
、
入
賞

作
品
を
含
む
約
百
十
点
を
展
示
、
こ

れ
ま
で
商
品
化
さ
れ
た
考
案
ロ
聞
も
販

売
さ
れ
る
。

展
示
を
前
に
、
入
賞
作
品
の
中
か

ら
思
わ
ず
、

H

な
1
る
ほ
ど
dw

と
感

心
さ
せ
ら
れ
る
数
点
を
紹
介
し
ょ

、つ。

~ ; 
ネ ~併

清
物
用
折
り
た
た
み
ハ
ン
ガ
ー

洗
た
く
を
す
る
と
き
に

柔
軟
仕
上
げ
剤
の
使
用
を

冬
に
な
る
と
、
ス
カ
ー
ト
が
足
に

ま
と
わ
り
つ
い
て
歩
き
に
く
い
・
・
・
・
:

そ
ん
な
経
験
を
お
持
ち
の
方
が
多
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
れ
は
、
静
電
気
に
よ
る
い
た
ず

ち
で
す
。
暗
閣
で
は
、
火
花
が
見
え

る
と
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
衣
類
の
静
電
気

の
Q
&
A
で
す
。

Q

静
電
気
が
起
き
る
の
は
ど
う

し
て
で
す
か
?

A

ど
ん
な
物
質
も
、
す
べ
て
原

子
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く

む
存
じ
の
と
と
だ
と
思
い
ま
す
。
原

子
は
、
+
の
電
荷
が
希
び
た
一
一
個
の

原
子
核
の
周
り
に
、
一
の
電
荷
を
得

び
た
数
個
の
電
子
が
分
布
し
た
も
の

で
す
。
+
と
一
の
電
気
置
は
等
し
い

の
で
、
原
子
は
、
電
気
的
に
は
中
性

で
す
。
で
も
、
物
質
と
物
質
が
こ
す

り
合
わ
さ
れ
る
と
、
電
子
の
一
部
が

取
り
去
ら
れ
た
り
、
相
手
の
電
子
を

取
り
込
ん
だ
り
し
ま
す
。
す
る
と
物

質
は
、
+
か
一
の
ど
ち
ち
か
の
憧
気

を
帯
び
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

物
質
が
、
電
気
を
伝
え
に
く
け
れ
ば
、

電
荷
は
そ
の
ま
ま
、
物
質
の
表
面
に

と
ど
ま
り
ま
す
。

こ
れ
が
静
電
気
の
正
体
で
す
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
冬
に
起
き

衣
類
の
静
電
気

「
変
化
す
る
ケ
l
ス
」
(
科
学
技

術
庁
長
官
発
明
嬰
励
賞
)
は
、
東
京

都
江
東
区
の
工
藤
い
つ
子
さ
ん
(四八)

の
発
明
。
長
方
形
の
布
の
各
辺
の
二

分
の
一
の
所
に
ボ
タ
ン
付
き
の
フ
タ

を
付
け
、
折
り
方
や
ボ
タ
ン
の
か
け

合
わ
せ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
に

作
り
変
え
る
と
と
が
で
き
る
ケ
ー

ス
。
長
型
、
角
型
、
大
・
小
も
自
由

自
在
な
の
で
、
用
途
は
ア
イ
デ
ィ
ア

し
だ
い
で
さ
ま
ざ
ま
。
素
材
を
絃
に

変
え
て
も
よ
く
、

B
5、
B
4判
な

ど
サ
イ
ズ
別
の
・
類
入
れ
に
も
な

る。
「脇
の
下
汗
取
り
パ
ッ
ト
」

(特

許
庁
長
官
奨
励
賞
)
は
、
特
に
夏
場

は
女
性
の
必
需
品
。
ア
ー
ム
ホ
i
ル

の
フ
ィ
ッ
ト
感
が
い
ま
い
ち
だ
っ
た

従
来
の
商
品
に
改
良
を
加
え
、
ギ
ャ

ザ
ー
を
取
り
付
け
ピ
タ
リ
と
お
さ
ま

る
よ
う
に
し
た
と
乙
ろ
が
、
ポ
イ
ン
で
太
い
柄
に
も
細
い
柄
に
も
取
り
付
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
病
人
の

ト
。
素
材
は
汗
を
吸
い
と
り
や
す
い
け
ら
れ
る
。
傘
を
さ
し
て
い
る
と
き
お
む
つ
交
換
は
、
腰
を
も
ち
ょ
げ
る

布
と
紙
の
二
枚
重
ね
で
、
紙
に
は
消
は
、
柄
の
よ
で
ま
と
め
て
お
け
ば
、
の
が
一
苦
労
だ
が
、
介
護
人
の
負
担

臭
シ
l
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
。
東
京
手
を
雨
や
雪
か
ろ
守
る
役
目
を
し
、
を
少
し
で
も
解
消
し
よ
う
と
香
川
県

都
北
区
の
小
川
信
子
さ
ん
(
五
回
)
の
考
カ
バ
ー
を
な
く
す
心
配
も
な
い
。

の
畠
安
デ
さ
ん
宝
八
)
が
、
体
験
か
ち

案

。

「

お

む

つ

取

り

倫

理

え

器

」

(

褒

賞

生

み

出

し

た

発

明

品

。

簡
単
に
四
晴
れ
た
傘
を
穆
え
る
「
愈
ク
ラ
ブ
会
長
賞
)
は
、
市
販
の
空
気
掛
け
布
団
カ
バ
ー
に
も
敷
布
に
も

力
パ
|
」

(
側
発
明
盟
百
々
畏
奨
励
ポ
ン
プ
房
備
え
た
空
気
袋
と
、
自
作
な
る
「
ふ
と
ん
カ
パ
|
」

(
側
京
王

賞
)
は
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
の
松
の
お
む
つ
取
り
換
え
器
を
組
み
合
わ
百
貨
后
賞
)
。
フ
ァ
ス
ナ
ー
と
マ
ジ
ッ

本
繭
子
さ
ん
(
五
五
)
が
発
明
。
せ
た
も
の
。
太
も
も
の
所
に
取
り
換
ク
テ
1
プ
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、

傘
の
柄
の
部
分
に
、
カ
バ
ー
を
取
え
器
を
置
き
、
ポ
ン
プ
で
空
気
袋
を
一
一
枚
の
布
が
、
掛
け
布
団
カ
バ
!
と

り
付
け
、
下
か
ち
先
端
に
向
か
っ
て
ふ
く
ら
ま
せ
腰
を
浮
か
す
、
汚
れ
た
敗
布
、
ど
ち
ろ
に
も
変
身
す
る
。
広

の
ば
せ
ば
、
入
れ
に
く
い
週
間
れ
た
か
お
む
つ
を
取
り
除
き
台
の
空
聞
か
ら
げ
れ
ば
た
だ
の
布
な
の
で
、
洗
溜
後

さ
も
た
や
す
く
覆
え
る
と
い
う
H

逆
新
し
い
お
む
つ
を
入
れ
る
。
空
気
を
の
乾
き
も
早
く
、
清
潔
。
富
山
市
の

転
の
発
想
H

が
み
ご
と
な
ア
イ
デ
ィ
ぬ
き
、
台
を
は
ず
す
と
ラ
ク
に
交
換

ア
品
。
カ
バ
ー
は
マ
ジ
ッ
ク
テ
1
プ
で
き
る
。

仕
よ
げ
剤
を
お
使
い
下
さ
い
。
特
に

吸
水
性
の
高
い
柔
軟
風
合
い
剤
は
静

電
気
を
防
ぐ
力
が
今
ま
で
の
柔
軟
剤

の
三
倍
以
上
も
あ
り
ま
す
か
ち
効
果

的
で
す
。
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

し
か
出
せ
な
い
も
の
は
、
静
電
気
防

止
剤
を
ス
プ
レ
ー
し
て
、
静
電
気
に

対
処
し
て
下
さ
い
。

(
資
料
提
供

ラ
イ
オ
ン
株
式
会

社
)

弘
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「，

調会一一
パチパチッ!ときませんかっ

ケ
く
ち
い
と
思
っ
て
聞
い
た
が
、

ノ
ウ
/

彼
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
有

と
金
く
だ
め
な
人
と
い
る
。
息
子
ア
ッ
と
思
い
出
し
「
ツ
ナ
フ
イ
ッ

の
友
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
私
が
サ
シ
ュ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
あ
る
で
し

カ
ナ
の
料
理
を
し
て
い
る
と
珍
し
よ
う
?
」
「
エ
ッ
。
ツ
ナ
フ
ィ
ッ

そ
う
に
台
所
に
来
て
の
ぞ
い
て
い
シ
ュ
っ
て
フ
イ
ッ
シ
ュ
な
の
?
」
。

る
。
「
魚
を
食
べ
た
と
と
は
一
度
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の
平
少
ち

も
な
い
」
「
サ
ー
モ
ン
は
?
」
サ
に
一

番
人
気
の
あ
る
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
の
中
身
は

一
位
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
パ

タ
l
、
一
一
位
ツ
ナ
で
あ
る
。

息
子
の
大
の
仲
よ
し
エ
リ
ッ
ク

の
パ
パ
は
デ
ン
マ
ー
ク
系
で
サ
カ

ナ
好
き
。
釣
り
好
き
で
も
あ
る
。

私
は
彼
と
あ
ラ
と
サ
カ
ナ
の
話
ば

か
り
し
て
い
た
。
奥
さ
ん
は
ア
ン

グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
で
サ
カ
ナ
は
見
る

の
も
嫌
い
だ
と
い
い
「
乙
の
人
は

ウ
ナ
ギ
房
蚤
べ
る
の
よ

y
」
と
眉

を
ひ
そ
め
る
。
「
ウ
ナ
ギ
は
お
い

し
い
で
す
よ
」
。
奥
さ
ん
は
肩
を

す
く
め
る
だ
け
だ
f

エ
リ
ッ
ク
の
パ
パ
の
一
番
の
関

心
は
日
本
人
の
フ
グ
好
き
で
、
「
年

に
何
人
も
フ
グ
で
死
ぬ
の
に
フ
グ

が
}
食
べ
る
。
日
本
人
は
ス
ゴ
い
じ

ゃ
な
い
か
」
と
い
う
。
私
は
日
本

人
が
フ
グ
で
ご
ろ
む
ろ
と
死
ん
で

い
る
と
恩
わ
れ
る
と
困
る
と
思

い
、
中
毒
は
レ
ア
l
ケ
1
ス
で
あ

り
、
料
理
人
は
特
殊
な
免
許
が
要

っ
て
:
・
と
一
生
懸
命
税
明
レ
た
の

だ
が
:
。
(
関
千
枝
子
)

出身地で違う好み
好きな人とダメな人と

一口メモ

却場〈
サパ(サパ草斗)

マサパ(ホンサパ)、マルサパ(ゴ

マサパ)がある。マサパの方が大
きく、秋と冬が旬。内臓や筋肉に

含まれている酵素が多く自己消化

が早いのでミ生き腐れ、とよばれ

るほど鮮度落ちが早い。英名

mackerel サワラは spanish
mackerel) だが、日本で11.'うイ
ワシ雲をmackerels ky (サパ重要
空)というのは面白い。

勉汰日本水産会・おさかな普及協犠会

田
端
み
ゆ
き
さ
ん
(
五
回
)
の
ア
イ
デ
ィ

ア。「
着
物
用
折
り
た
た
み
ハ
ン
ガ
ー
」

(
凶
婦
人
発
明
家
堅
苦
長
賞
)
は
、

長
崎
市
の
橋
恵
美
子
さ
ん
(
五
九
)
の
考

案
。
従
来
の
和
服
ハ
ン
ガ
ー
は
、
幅

が
広
す
ぎ
場
所
を
と
っ
た
り
、
逆
に

短
か
す
ぎ
て
掛
げ
じ
わ
が
で
き
る
も

の
が
多
か
っ
た
が
、
発
明
品
は
和
服

を
広
げ
た
備
が
あ
り
、
し
か
も
折
り

曲
げ
が
自
由
な
た
め
、
掛
け
じ
わ
の

悩
み
を
解
時
和
服
を
た
た
ん
だ
状

態
で
、
場
所
を
と
ち
ず
に
収
納
で
き

る
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
だ
。
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・且

国

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
側
で
は
、
デ
ル
モ

ン
テ
・
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス

ln
D

0
ミ
リ
凶
パ
ッ
ク
を
新
発
売
。
パ
ッ
ク

は
西
独
ロ
パ
l
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
社
の

開
発
し
た
無
菌
充
漢
パ
γ
ク
を
使

用
、
紙
、
ア
ル
ミ
、
樹
脂
な
ど
の
多

震
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
酸
素

透
過
性
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
常
温
で

長
期
保
存
が
で
き
る
の
が
特
長
。

オ
レ
ン
ジ
は
パ
レ
ン
シ
ア
オ
レ
ン

ジ
と
温
州
み
か
ん
を
一
混
合
、
ア
シ
プ

ル
は
天
然
果
汁
只
む
折
、
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
の
生
搾
り

の
果
汁
を
ベ

l
ス
に
濃
縮
還
元
果
汁

を
ブ
レ
ン
ド
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

は
フ
ロ
リ
ダ
産
の
果
汁
一
(
い
ち
軒
。

価
格
は
オ
レ
ン
ジ
と
ア
ッ
プ
ル
が

五
百
円
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
六
百
八
十

円
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
五
百
五
十

円
。
二
月
一
同
1

首
都
圏
、
関
東
甲

信
越
、
中
部
、
近
綾
地
域
で
発
宥

ノ、ーモニーの日本、ですL

ウイスキーの決め手は、モルトです。

サントリーウイスキー

懇~
E三事

750mQ 10，000円

W¥i両lま20，議を過ぎてから

このー瓶に求めたのは、日本の長期熟成モノレト

たちの高らかなハーモニー。山崎モノレト20年を

はじめ30数種のモノレトを吟味した豪華ブレンド

の響(ひびき)です。洋酒づくり90年、サントリー

の情熱と品質の新しし、結品として誕生しました。


